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衆
議
院
選
挙
が
終

わ
り
世
の
中
が

と
て
も
き
な
臭
く

な
っ
て
き
た
。
活

発
化
す
る
改
憲
へ

の
動
き
、
核
共
有

論
な
ど
非
核
三
原

則
の
見
直
し
、
裁
量
労
働
制
の

見
直
し
の
検
討
な
ど
あ
げ
れ
ば

キ
リ
が
無
い
よ
う
に
、
危
険
な

言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
▼
憲

法
で
い
え
ば
、「
緊
急
事
態
条

項
の
創
設
」「
自
衛
隊
の
明
記
」

な
ど
現
行
憲
法
の
改
悪
を
進
め

よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
だ
。

し
か
し
、
今
の
憲
法
に
何
か
問

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
憲
法

の
柱
は
、
軍
隊
を
持
た
な
い
平

和
主
義
は
人
を
殺
さ
な
い
と
い

う
誓
い
。
そ
の
こ
と
を
中
心
に

世
界
に
貢
献
す
る
国
と
し
て
の

誓
い
。
戦
後
80
年
を
超
え
て
平

和
国
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
道

を
壊
し
て
は
な
ら
な
い
▼
私

は
、
１
人
ひ
と
り
が
憲
法
の
中

で
好
き
な
条
文
を
持
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
好
き

な
条
文
は
、
第
11
条
の
基
本
的

人
権
の
尊
重
。
戦
前
に
は
否
定

さ
れ
て
き
た
人
権
。
今
、
民
主

主
義
国
家
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
人
権
は
守
ら
れ
て
い

る
の
か
。   
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22日　部落解放同盟兵庫県連合会第67回大会
（神戸市教育会館）

24日　パレスチナ自治区ガザでの戦闘の即時停止
　　　を求める街頭宣伝行動（JR 元町東口）

当面の日程

　

私
た
ち
自
治
労
に
と
っ
て
地

方
財
政
を
確
保
す
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
こ
と
。
骨
太
方
針

の
策
定
や
予
算
編
成
に
あ
わ
せ
、

自
治
労
は
省
庁
要
請
を
実
施
し

て
い
る
。
社
会
福
祉
や
医
療
な

ど
の
法
案
が
出
さ
れ
る
と
き
に

は
、
国
会
議
員
に
レ
ク
も
す
る
。

　

地
方
財
政
を
確
保
す
る
う
え

で
重
要
な
の
が
地
方
交
付
税

（
交
付
税
）
だ
。
交
付
税
は
国

か
ら
の
補
助
金
で
は
な
く
、
国

まさに戦前よね

松本 真紀子

公立病院の人勧未実施など、
不当な実態を訴えた 　　　

　

県
本
部
は
26
春
闘
期
の
県
市
町
振
興
課
交
渉
を
３
月
５
日

実
施
、
①
労
使
関
係
の
基
本
姿
勢
②
人
員
確
保
③
法
令
順
守

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ラ
ス
が
低
い
自
治
体
の
改
善
や
中
途

採
用
者
の
処
遇
改
善
は
、
中
央
段
階
の
交
渉
で
国
か
ら
積
極

的
な
回
答
を
引
き
出
し
て
お
り
、
県
に
も
「
人
員
確
保
に
つ

な
が
る
助
言
を
」
と
訴
え
た
。

　

冒
頭
、森
哲
二
副
委
員
長
は
、

「
本
来
、
交
渉
前
に
知
事
申
入

れ
を
実
施
し
て
い
る
が
で
き
て

い
な
い
。
そ
の
努
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
切
り
出
し
た
。

　

ラ
ス
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
の

姿
勢
が
「
均
衡
が
図
れ
て
い
な

い
自
治
体
は
適
正
化
を
求
め

る
」
と
低
い
自
治
体
も
問
題
視

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県

も
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
対
応

を
確
認
し
た
。

　

勤
勉
手
当
は
、
標
準
で
10
割

を
下
回
っ
て
運
用
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
県

は
「
評
価
は
職
員
の
士
気
向
上

が
目
的
」
と
運
用
に
肯
定
的
な

見
解
を
示
し
た
が
、
県
本
部
は

評
価
の
原
資
確
保
の
た
め
に
標

準
を
下
げ
る
よ
う
な
助
言
は
し

な
い
よ
う
求
め
、「
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
で
は
、
人
勧
の
遡
及
未
実

施
自
治
体
へ
の
強
い
助
言
、
子

の
看
護
休
暇
の
有
給
化
な
ど
総

務
省
通
知
の
徹
底
を
確
認
し
た
。

　

公
立
病
院
は
、「
赤
字
」
を

背
景
に
人
勧
未
実
施
、
指
定
管

理
の
動
き
が
あ
る
。県
本
部
は
、

同
じ
自
治
体
職
員
で
あ
り
な
が

ら
病
院
職
員
は
人
勧
が
反
映
さ

れ
な
い
こ
と
の
問
題
を
指
摘
。

指
定
管
理
は
「
病
院
に
馴
染
ま

な
い
」
と
追
及
し
た
が
、
県
は

「
適
切
か
ど
う
か
検
討
す
る
」

と
の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

自
治
労
の
26
年
度
ス
ト
ラ
イ

キ
批
准
投
票
の
結
果
は
、
76
・

77
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

本
部
は
２
月
27
日
に
第
２
回
拡

大
闘
争
委
員
会
を
開
き
、
闘

争
指
令
権
確
立
を
宣
言
し
た
。

兵
庫
県
本
部
の
批
准
率
は
73
・

95
％
で
、
前
年
を
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
。

東
市
議
会
選
挙
に
は
松
本
美
和

子
さ
ん
を
自
治
労
組
織
内
予
定

候
補
と
し
て
推
薦
決
定
し
、
当

該
単
組
と
と
も
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
各
選
挙
地
域
の

在
住
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
両
市
在
住
の
友
人
・
知
人

へ
の
働
き
か
け
を
要
請
す
る
。

が
あ
る
が
、
業
者
が
条
例
可
決

さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
決
定
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
で
法

律
違
反
に
な
ら
な
い
の
か
」
と

の
質
問
を
受
け
、
永
井
オ
ル
グ

と
自
治
労
本
部
衛
生
医
療
評
議

会
前
事
務
局
長
の
平
山
春
樹
さ

ん
よ
り
、
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
適
切
な
回
答
が
さ
れ

た
。

民
が
ど
こ
で
暮
ら
し
て
も
一
定

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
財
源
を
保
障
す
る
た
め

の
も
の
で
、「
地
方
の
固
有
財

源
」
で
あ
る
。

　

交
付
税
は
各
自
治
体
の
財
政

力
等
に
応
じ
て
国
が
地
方
に
再

分
配
す
る
が
、
運
動
や
政
治
情

勢
が
反
映
し
て
い
る
。例
え
ば
、

地
域
手
当
や
寒
冷
地
手
当
を
国

よ
り
手
厚
く
支
給
し
て
い
る
自

治
体
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て

交
付
税
が
減
額
さ
て
い
た
が
、

私
た
ち
の
署
名
運
動
や
粘
り
強

い
交
渉
の
結
果
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
撤
廃
さ
れ
た
。
ま
た
小
泉
政

権
下
で
は
、
交
付
税
が
５
兆
円

以
上
削
減
さ
れ
、
賃
金
カ
ッ
ト

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
治
体
が

急
増
し
た
。

　

26
年
度
の
地
方
財
政
（
国
会

審
議
中
）
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

交
付
税
総
額
20
・
２
兆
円
を
確

保
し
た
う
え
で
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
を
含
む
人
件

費
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
②
官
公

需
の
価
格
転
嫁
に
予
算
が
つ
い

た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

自
治
労
は
予
算
時
期
に
、
地

方
自
治
法
99
条
に
基
づ
く
意
見

書
採
択
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
地
方
の
声
は
総
務
省

が
財
源
を
確
保
す
る
大
き
な
後

押
し
と
な
る
。
自
治
労
総
体
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　

２
月
７
日
、
神
戸
市
教
育
会

館
で
病
院
集
会
を
31
人
参
加
の

も
と
開
催
し
た
。
山
根
正
也
議

長
は
「
現
在
、
県
内
で
病
院
の

経
営
形
態
変
更
の
動
き
が
加
速

し
て
い
る
。
情
報
共
有
し
、
単

組
交
渉
に
い
か
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
提
起
で
は
、
公
立
・
公

的
医
療
機
関
の
経
営
状
況
、
24

年
度
補
正
予
算
を
踏
ま
え
た
医

療
現
場
の
賃
上
げ
の
取
り
組
み

や
、
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
等

に
つ
い
て
情
報
共
有
し
た
。

　

公
立
病
院
対
策
会
議
重
点
単

組
の
現
状
を
澤
田
拓
実
事
務
局

長
が
報
告
、
続
い
て
自
治
労
本

部
永
井
渉
オ
ル
グ
よ
り
、「
公

立
病
院
の
経
営
形
態
に
つ
い

て
」
と
題
し
講
演
を
受
け
た
。

　

質
疑
で
は
、
豊
岡
病
院
か
ら

「
人
勧
完
全
実
施
に
な
ら
ず
、

市
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て

ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
」
と
の
質

問
や
、赤
穂
市
民
病
院
か
ら「
指

定
管
理
者
制
度
移
行
へ
の
提
案

　

県
本
部
は
４
月
19
日
告
示
、

26
日
投
票
の
、
た
つ
の
市
議
会

議
員
選
挙
に
、
船
引
宗
俊
さ
ん

を
、
ま
た
４
月
の
市
長
選
と
同

時
実
施
が
準
備
さ
れ
て
い
る
加松本美和子さん 船引宗俊さん

対県交渉

人
材
確
保
の
認
識
を
共
有

ラ
ス
、中
途
採
用
者
の
改
善
求
め
る

ス
ト
指
令
権
確
立

兵
庫
は
73
・
95
％

地
方
財
政
確
保
す
る
運
動
を

自
治
体
の「
意
見
書
」は
大
き
な
力

春
闘
討
論
集
会
講
演
要
旨

自
治
労
本
部  

森
下
政
治
政
策
局
長

経
営
形
態
変
更
の
課
題
学
習

病
院
集
会

た
つ
の
市�

船
引
さ
ん

加
東
市�

松
本
さ
ん

組
織
内
市
議
の
勝
利
へ
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組
合
活
動
を
「
男
性
」
と
「
女

性
」で
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
、
性
差
に

つ
い
て
も
多
様
な
価
値
観
が
大
切

に
さ
れ
、
包
摂
的
な
社
会
に
な
り

つ
つ
あ
る
時
代
で
「
男
性
」、「
女

性
」
を
分
け
る
こ
と
が

合
理
的
で
は
な
い
の
で

は
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
。

　

自
治
労
兵
庫
県
本
部

女
性
部
も
そ
の
よ
う
な

意
見
が
あ
る
こ
と
を

承
知
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
女
性
組
合
員
の

方
々
が
勝
ち
取
っ
て
き

た
権
利
の
中
に
は
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
、

気
づ
き
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
得
た
も
の
が
あ
る

と
い
う
立
ち
位
置
を
守
り
つ
づ

け
、
活
動
し
て
い
る
。

　

育
児
休
業
や
子
の
看
護
休
暇

は
、
男
性
も
積
極
的
に
取
る
時
代

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
当
局
も
そ
れ

ら
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る
立
場

だ
。
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
の
休
暇
は
、

当
然
に
昔
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
私
た
ち
は
既
に
あ
る
こ
れ

ら
の
休
暇
を
あ
り
が
た
く
使
っ
て

い
る
が
、も
と
も
と
は
出
産
、育
児
、

子
育
て
へ
の
職
場
の
無
理
解
に
女

性
た
ち
が
声
を
あ
げ
続
け
た
結
果
、

得
ら
れ
た
権
利
な
の
で
あ
る
。

　

男
性
、
女
性
、
若
手
、
中
堅
、

事
務
、
技
術
、
現
業
、
公
企
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
で
当
然
、
悩
み

も
変
わ
る
。
女
性
部
は
性
差
か
ら

き
て
い
る
括
り
で
は
な
く
、
女
性

だ
か
ら
こ
そ
気
づ
け
る
職
場
の
問

題
や
悩
み
を
集
め
、
要
求
・
交
渉

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
だ
。

「
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
は
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
」
と
な

る
よ
う
、
学
習
会
等
を
開
催
し
、

県
内
の
女
性
組
合
員
の
多
様
な
悩

み
を
拾
っ
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
各

活
動
へ
の
参
集
を
お
願
い
し
た
い
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
１
～
３
月

を
「
働
く
女
性
の
権
利
確
立
運
動

強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
実
態
調

査
等
を
実
施
。
年
間
を
通
し
て
青

年
部
と
協
力
し
て
学
習
会
や
交
流

会
を
行
っ
て
い
る
。

全労済自治労共済本部資料より引用

評議会の●活●動●紹●   介 女性部

女性の視点で職場を改善

分科会で連合春闘アクションの撮影

　
「
人
員
確
保
闘
争
」
の
第
１

分
科
会
に
は
10
単
組
16
人
が
参

加
し
、「
組
合
員
１
人
ひ
と
り

の
声
を
集
め
、
職
場
の
実
態
を

把
握
す
る
」「
要
求

－

交
渉

－

妥
結
（
書
面
化
・
協
約
化
）
の

サ
イ
ク
ル
を
確
実
に
進
め
る
」

「
当
局
と
の
適
切
な
距
離
感
を

保
ち
、
緊
張
感
あ
る
信
頼
関
係

を
築
く
」
の
議
題
を
中
心
に
、

単
組
間
の
現
状
と
課
題
を
共
有

し
、
今
後
の
実
践
的
な
取
り
組

み
手
法
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

た
。
進
行
は
県
本
部
の
小
原
王

之
副
委
員
長
が
務
め
た
。

　

各
単
組
に
お
け
る
人
員
確
保

の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
共
通
す
る
課

題
と
し
て
、労
働
環
境
の
改
善
、

採
用
・
定
着
の
工
夫
、
組
合
活

動
の
工
夫
、
当
局
と
の
関
係
構

築
等
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
を

議
論
し
た
。

　

特
に
若
手
職
員
の
採
用
と
定

着
、
労
働
条
件
の
改
善
、
働
き

方
改
革
、
人
事
評
価
制
度
の
在

り
方
、
組
合
加
入
促
進
策
の
工

夫
等
に
つ
い
て
、
各
単
組
に
お

け
る
取
り
組
み
事
例
も
交
え
、

建
設
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

最
後
に
、
新
規
採
用
職
員
等

の
組
合
加
入
率
を
高
め
る
た
め

に
、「
組
合
と
共
済
の
同
時
加

入
」
の
実
践
が
今
後
の
組
織
拡

大
・
組
織
強
化
へ
つ
な
が
る
こ

と
の
重
要
性
を
参
加
者
全
員
で

共
有
し
閉
会
し
た
。

進
み
、
級
号
給
に
よ
る
年
齢
別

到
達
賃
金
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
近
年
の
若
年
層
中
心
の
引

き
上
げ
と
高
齢
層
抑
制
の
結

果
、
給
料
表
の
フ
ラ
ッ
ト
化
が

進
み
、
将
来
展
望
を
描
き
に
く

い
賃
金
体
系
に
な
っ
て
い
る
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、再
任
用

職
員
の
一
時
金
や
地
域
手
当
の

引
き
上
げ
、
旅
費
制
度
の
見
直

し
、
55
歳
昇
給
停
止
問
題
な
ど

を
提
起
し
た
。
分
科
会
と
し
て
、

各
単
組
の
課
題
と
目
標
を
持
ち

帰
り
共
有
し
、
産
別
の
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
強

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

第
２
分
科
会
は
「
賃
金
闘
争
」

を
テ
ー
マ
に
、
県
職
、
都
市
職
、

市
町
職
、
病
院
労
組
が
現
状
の

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
討
議
し
た
。
冒
頭
、「
生
活

給
と
し
て
の
賃
金
」
を
軸
と
し

た
資
料
を
も
と
に
、
賃
金
の
再

生
産
性
と
労
使
交
渉
の
重
要
性

に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
た
。

　

病
院
労
組
か
ら
は
、
人
事
院

勧
告
が
示
さ
れ
て
も
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
理
由
に
遡
及
改
定

の
見
送
り
等
が
提
示
さ
れ
る

中
、
粘
り
強
い
交
渉
の
積
み
重

ね
に
よ
り
一
定
押
し
戻
す
こ
と

が
で
き
た
経
過
が
報
告
さ
れ
、

交
渉
の
重
要
性
が
改
め
て
確
認

さ
れ
た
。

　

議
論
で
は
、
役
職
と
格
付
け

が
一
体
と
な
る
「
職
務
職
階
級

制
」
の
給
料
表
の
押
し
付
け
が

　

第
３
分
科
会
は
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
と
運
用
課
題
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
開

催
し
た
。
制
度
施
行
か
ら
約
６

年
が
経
過
す
る
な
か
、
職
場
で

顕
在
化
し
て
い
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
整
理
し
、
当
事
者
の
声

を
組
合
の
要
求
へ
と
具
体
化
し

て
い
く
の
か
、
そ
の
実
践
的
な

プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
場
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
14
単
組
18
人
が
参
加

し
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

議
論
。
冒
頭
「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
な
ぜ
？
」を
テ
ー
マ
に
、

処
遇
格
差
や
任
用
更
新
の
不

安
、
休
暇
制
度
の
違
い
、
賃
金

へ
の
経
験
反
映
な
ど
、
現
場
の

率
直
な
疑
問
を
話
し
合
っ
た
。

「
な
ぜ
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い

る
の
に
処
遇
が
違
う
の
か
」「
な

ぜ
、
任
用
更
新
の
た
び
に
不
安

を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」「
な
ぜ
、
経
験
が
賃
金
に

十
分
反
映
さ
れ
な
い
の
か
」
な

ど
、率
直
な
「
な
ぜ
？
」
が
次
々

と
出
さ
れ
、
現
場
の
切
実
な
実

態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
を
制
度
上
の
問
題
と
運
用

上
の
課
題
に
整
理
し
、

改
善
の
可
能
性
や
優
先

度
を
検
討
し
要
求
項
目

へ
と
ま
と
め
て
い
っ

た
。

　

課
題
を
構
造
的
に
整

理
し
、
要
求
づ
く
り
の

過
程
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
交
渉
力
に
つ
な
げ

る
重
要
性
を
共
有
す
る

分
科
会
と
な
っ
た
。

要求につながるワークを実施

直面する３テーマで議論深める
春闘討論集会、分科会の報告

人
員
確
保

採
用・定
着
に
工
夫
必
要

賃
金
闘
争

年
齢
に
よ
る
到
達
め
ざ
す

会
計
年
度

制
度
の
問
題
、運
用
の
課
題

女性部・臨職評の合同学習会


